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Informations

• Twelve homeworks were submitetd. The feedback will be found on T2SCHOLA.

• Next week (June 07, 2022) is the final class of MTH.B501. Please fill the
form “Course Survey” in T2SCHOLA.

Corrections
• Lecture note, page 24, equation (4.6)):
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• Lecture note, page 24, line 14:
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• Lecture note, page 24, lines 18–22 (5 times):∑
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• Lecture note, page 27, equation (5.3):
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• Lecture note, page 27, line −10: p and p̃ be a regular surface ⇒ p and p̃ be regular
surfaces

• Lecture note, page 27, line −4: F and F̃ satisfies ⇒ F and F̃ satisfy
• Lecture note, page 27, line −4: (??) ⇒ (3.17)
• Lecture note, page 28, line 2: Moreover, p ane p̃ share ⇒ Moreover, since p ane p̃ share
• Lecture note, page 28, line 13: gamma11 ⇒ γ11

• Lecture note, page 29, line −7: with same ⇒ with the same

Students’ comments
• 今回解いた問題，計算がしんどかったです．

Lecturer’s comment そうかも．大体の部分はここまでの練習問題で終わっ
ているはずなのですが．

• 山田先生が数学をやるときのどあめをなめるとおっしゃっていたので，最近毎日食べているの
ですが，先生は何がお好きですか． Lecturer’s comment 龍角散

• 面白い質問が思いつかない． Lecturer’s comment 残念
• (3) で右辺は − 1

2
sinh(2σ) になりますが，左辺が − 1

2
sinh(2σ) 以外にも現れて一致しません

でした． Lecturer’s comment (3) とは？
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Q and A
Q 1: Theorem 5.1 は U を単連結リーマン多様体 M2 として p をはめ込み f : M2 → R3 としても

成立するときいたことがあります．M の各点に対し，単連結な局所座標系をとれば Theorem
5.1 が使えるとは思うのですが，特に “存在” のところで M 全体で “f : M → R3 が取れる
か” ということはどう示すのですか．

A: 定理自体は正しいのですが，ちょっと手間がかかります．単連結多様体上であってもフレームが大
域的に存在するとは限らない（一般には主束が自明束にならない）ので，Gauss-Weingarten
を大域的にとくわけには行かないのですが，p 自体はフレームによらないことを示していて，
局所的な Gauss-Weingarten から「つなげていく」ことを実行します．

Q 2: 第一基本量は同じで，第二基本量は異なるが可積分条件は成り立つ，異なる曲面の組はあるの
でしょうか．

A: 曲面なので，可積分条件は成り立っているはずですね．で，たとえば

ds2 = du2 + dv2, II = 0,

ds2 = du2 + dv2, II = κ(u) du2.

前者は平面，後者は曲率 κ(u) の平面曲線上の注面．一般に第一基本形式から曲面が定まるか，
という剛性問題，第一基本形式を保って曲面を変形する等長変形問題はさまざまな観点から研
究されています．


